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 研究対象および方法：LIDA 22 例を対象に超音波の存在診断能、超音波画像、臨床介入
効果を評価した。LIDAの超音波存在診断能は外診法と比較し、さらに皮下硬結ファントム
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 研究は LIDA 22例を対象に超音波の存在診断能、超音波画像、臨床介入効果を評価した。 
LIDA 存在診断の正診率は超音波法が高く、ファントムにおける触診精度実験でも実証され
た。LIDA の超音波像は正常部と異なる皮下変化として描出し、低エコー化、組織硬化、低
血流化を示し、その形態的は結節状と非結節状に分類された。結節状は視診、触診で発見
容易だが、非結節状は超音波併用がなければ発見不可能なものが存在した。皮下変化部は
インスリン吸収が悪く、注射部位を変更すると HbA1c 値の低下とインスリン投与量の減量
を示した。本研究において、超音波による臨床介入は、血糖コントロールの改善とインス
リン過剰投与の防止の臨床効果が期待され、超音波の有用性と血糖コントロールにおける
役割が明らかとなった。 
以上から、博士（医学）の学位授与に値すると審査委員全員が一致して認めた。 
 
 
